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京覺生、子議で竹林悔 丸亀、轟の活ll■化へ

全
国
各
地
で
農
業
を
通
じ
た
交
流
活

動
を
展
開
し
て
い
る
京
大
の
学
生
を
中

心
と
し
た
島
の
活
性
化
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
こ
の
ほ
ど
、
丸
亀
市
の
手
島
で
始
ま

っ
た
。
学
生
は
竹
林
伐
採
な
ど
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
住
民
と
の
触
れ
合
い

を
通
じ
て
、
島

の
豊
か
さ
や
人
口
減
少

が
進
む
現
状
は
理
解
を
深
め
た
。

学
生
は
、
四
国
や
県
内
の
文
化
を
欧

州
に
紹
介
す
る
Ｎ
Ｐ
〇
一
四
国
夢
中
人

一

竹
林
を
伐
採
す
る
活
性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
参
加
者
――
丸
亀
市
手
島

（丸
亀
市
）
の
尾
崎
美
恵
代
表
と
の
出

会
い
を
き

っ
か
け
ほ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

始
動
．
手
島
の
人
口
は
船
人
程
度
で
、

島
の
規
模
や
過
疎
の
状
況
を
踏
ま
え
、

第
１
弾

の
事
業
を
行
う
島
に
選
ん
だ
。

京
大
の
サ
ー
ク
ル

一
農
業
交
流
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
学
生
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
四

国
や
県
農
協
、
伸
南
町
森
林
組
合
な
ど

か
ら
計
約
４０
人
が
参
加
し
、
２
泊
３
目

で
活
動
。
学
生
ら
は
安
養
寺
の
裏
山

一

帯
で
、
約
４
０
０
本
の
竹
を
伐
採
し
て

チ

ッ
プ
化
す
る
作
業

に
汗
を
流
し
た
。

伐
採
し
た
竹
を
使

っ
て
流
し
う
ど
ん
を

楽
し
み
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ

一
香
川
本
鷹
」

の
議
の
植
え
付
け
も
行

っ
た
。

大
学
院
生
の
尾
崎
純
さ
ん
は

一
島
の

人
と
汗
を
流
し
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
連

帯
感
や
、
課
題
に
対
し
て
芽
生
え
た
当

事
者
意
識
が
収
穫

」
と

コ
メ
ン
ト
。
３

年
の
平
井
良
江
さ
ん
は

一
人
を
呼
び
込

む
こ
と
は
必
要
だ
が
、
島
の
環
境
を
維

持
す
る
重
要
性
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ

た

一
、
２
年
の
中
村
亮
太
さ
ん
は

「
島

を
外
部
か
ら
画

一
的
に
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
に
は
違
和
感
を
感
じ
た
」
と
振
り

ヽ
烙
ぅ́
一
た
。

手
島
自
治
会

の
藤
原
当

正
会
長
は

「
想
像
し
た
以
上
の
成
果
を
も
た
ら
し

て
く
れ
て
、
み
ん
な
喜
ん
で
い
る
」
と

し
た
。
次
回
は
夏
休
み
に
行
う
予
定
。


